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 Abstract  :

 The mosquitofish  (Garnbusia affinis) was captured in the reservoir located in Eiheiji-cho, Fukui Prefecture on 

November 1, 2008. The mosquitofish with the alias named topminnow is an exoticism, and it looks like Japanese rice 

fish (Oryzias latipes) of native species very well.
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まえがき

カダヤシ(Gambuslaafflnls)は,別 名 トップ ミノー

と呼ばれ,北 アメリカ原産で冬の低水温にも耐えるこ

とが可能で,汚 濁にも比較的強く,ま た特別な産卵場

所を必要としないので,都 市近郊の水田や用水路,池

沼などに定着 し,近 年の都市化に伴ってさらに分布を

拡大するおそれがあるという。 沖縄県の河川や水路な

どでは,カ ダヤシがメダカに置き換わるなどの事例が

報告 されてお り,攻 撃性の強いカダヤシがメダカを駆

逐 しているおそれもあるとされる。 水槽内実験による

と,カ ダヤシがメダカの尾鰭を食いちぎった り,メ ダ

カの仔魚を捕食 したりするなどして,メ ダカと競合し,

駆逐することが示 されている1)。

カダヤシは全長が雄で3cm,雌 で5cmほ どであ り,

メダカに似ているが体がもっと青っぼく尾鰭が丸い。

日本へは1916年 にはじめて台湾島経由で導入 された。

分布域は1970年 頃まで比較的限られていたが,蚊 の幼

虫退治のため東京から徳島へ移植 され,徳 島県で増え

たものがさらに東 日本,西 日本の各地へ放流されて広

がった。現在は,福 島県 ・新潟県から南の各地で,沖

縄県まで分布する1～3)。しかし,福 井県での詳 しい確

かな分布情報等は不明である。

カダヤ シ捕獲状況 と今後 の対応

2008年11.月1日,永 平寺町浅見 のた め池(北 緯36°

04/42.43"東 経136°22/31.76")で メ ダカ とそ っ く

りなカダヤシ35匹 【雄16匹(体 長20～38mm),雌19

匹(体 長18～38mm)】 を タモ網 で捕獲 し,冷 凍保存 した。

2011年,尻 鰭 の形態 を調べ た ところ,オ スのカダヤ シ

に特徴 的な交尾器 を確認 し,カ ダヤシ と同定 した(写

真1)。

カ ダヤシ を捕獲 した当時のた め池 は,5m四 方 の広

さで,周 囲全域で捕 獲 した35匹 のなかにメダカ はい な

かった。 現在で は,た め池は改修 され てお りカ ダヤ シ

の生息 は見 られ ない。

メダカ とカ ダヤ シの識別 は,尻 鰭 と尾 鰭の形態 を比

較す る と容易 である(写 真2)。 メ ダカの尻鰭は,総 排

泄 口か ら尾鰭の付根 あた りまで旗 のよ うに長方形 を し

ている(旗 状尻鰭)。 雄 のメダカは雌 よ りかな り発達 し

た大きな旗 状尻鰭 を有 してい る。対 してカダヤ シの雌

の尻鰭 は丸い形状 を してお り,雄 では生殖 のた めの細

1塁い尾鹸 搬 ボ
◎

交尾器→
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写真1カ ダヤシ雄(上)と 雌(下)

♀

体長28mmほ どの雄(♂)と 雌(♀)。 カダヤシの雄には交

尾のために変形した尻鰭が交尾器となっている。♀の尻鰭は

丸く小さい。メダカの尻鰭は尾鰭の付根まで旗のようになび

いている(写 真2)。 尾鰭は角がない丸みを持ち、メダカの角

ばった尾鰭と識別できる。最小目盛りは1mmで あ る。
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写真2腹 側位のメダカ♀とカダヤシ♀
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カダヤシ♀

メダカの特徴は、旗のように広い尻鰭と角ばった尾鰭であ

る。メダカ♂の尻鰭は雌よりさらに良く発達 して大きい旗状

になる。このように、腹側位から比較すると両者の識別は比

較的容易である。メダカは、2011年6月 に福井市佐野町の佐

野温泉近くの休耕田用水路排水路で捕獲した。
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写真3頭 上位のメダカ♀とカダヤシ♀

、

メダカとカダヤシが泳いでいる様子を再現 し真上か らみた

ところ。両者を一見して識別することは不可能に近い。フィ

ール ドでは、数メー トル離れたところから観察することが多

く、カダヤシをメダカと誤認 し易いため捕獲 して確認する必

要がある。

長い交尾器へ と変化 している。また,メ ダカの尾鰭は

角ばっているのが特徴で,カ ダヤシの丸い尾鰭と識別
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で き る4・5)。 しか し,フ ィール ドでは,こ の よ うな観

察 は容 易では ない。普通 は泳い でいる ところを真上 か

ら観察 している(写 真3)。 こ の とき両者 の識別 はかな

り難 しい もの になる。 かねて よ り,福 井 県内の メダカ

の生息調査 を してい るが6),カ ダ ヤ シをメダカ と誤認

してい る場合 も考 え られ る。今後 は,必 ず捕獲 して,

尻 鰭 と尾鰭の形態 を確認 した場合 のみ記録 す るこ とに

しなけれ ばな らない。

要 旨

2008年11月1日,福 井県永平寺町 の溜池 でカダヤ シ

が発 見 された。別名 トップ ミノー と呼ばれ るカ ダヤ シ

は,日 本 の在来種 であ るメ ダカ と非 常に似 て紛 らわ し

いQ
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